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〈指導者の言葉〉 
 
本校の研究主題は「主体的な思考力・判断力・表現力を育成する授業づく
り ―『かく』活動の指導・改善をとおして―」であり，各教科や領域，毎
日の日記，行事終了後の感想などの指導に「かく」活動を積極的に取り入れ
ている。特に国語科では，自分の意見や思いを書く際には，読み手を意識し，
自分の経験や体験などと結び付け，今後の自分の生活につなげて書くことを
指導している。 
今回の作品は，国語科の夏季休業中の課題として作成したものと人権作文
とを合わせ，再構成したものである。人間でありながら特別な力をもってい
る小夜の苦悩する姿から，「相手を理解するということ」について考えた読
書感想文である。小夜の一言一言を受け止め，自分自身と結び付けて考える
姿は，本生徒の誠実な思いを感じさせる。作品の終わりでは，「お互いが相
手に気持ちを向け続けていれば，分かりあえる機会はあります。」と述べ，「相
手と見方や考え方が違っていても，その差をうめられるように努力していき
たいです。」と結び，今後の自分の生き方につなげている。 
他者と理解し合うことの難しさにも触れ，分かり合えないことを受け止め
たうえで，それでも思いを分かち合い，共に未来をつくっていく必要がある
ことに気付かせてくれる作品となっている。 

 


